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Ⅰ．はじめに

　東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林（以下，演習林）は，1894 年の千葉演習林

（以下，千葉）創設以来，100 年を超える歴史を持つ。千葉のほかに，北海道演習林（以下，北

演），秩父演習林（以下，秩父），田無演習林（以下，田無），生態水文学研究所（以下，生水），

富士癒しの森研究所（以下，富士），樹芸研究所（以下，樹芸）の計 7 つの地方演習林から成り，

亜寒帯から暖温帯までの多様な気候と，海岸から亜高山帯までの多様な植生を有する，教育・研

究活動のための森林フィールドである 1）。

　東京大学演習林鳥類研究会では，これまで 2004 年 4 月から 2014 年 3 月までの期間に各地方演

習林で確認された鳥類の目録を報告してきた 1，2）。その後も 5 年ごとに目録を更新することによ

り，森林利用・気候等の変動に伴う鳥類相の変化を捉えるためのモニタリングを継続する予定で

ある。本報告は，2014 年 4 月から 2021 年 3 月末までの 7 年間の鳥類調査の結果をまとめたもの

である。2014 年 3 月以前の確認種については，引用した文献を記載した。なお，樹芸は 2014 年

4 月～2015 年 3 月の間，担当者不在のため調査を実施していない。

　本報告を取りまとめた東京大学演習林鳥類研究会は，東京大学附属演習林・基盤データ整備委

員会・生物部門・鳥類分野の活動における部会の 1 つとして位置づけられており，各地方演習林

の鳥類に関連した教育・研究のための基礎資料の整備を目的としている。今回の報告において各

地方演習林を担当した職員は，以下の通りである（50 音順）。千葉：阿達康眞（2014 年 4 月～

2017 年 3 月，2018 年 4 月～2021 年 3 月），村川功雄（2014 年 4 月～2020 年 6 月）；北演：阿達

康眞（2017 年 4 月～2018 年 3 月），犬飼慎也，江口由典，及川希，木村徳志，小林徹行（2018

年 4 月～2021 年 3 月），遠國正樹（2014 年 4 月～2018 年 3 月），福岡哲，松井理生（2016 年 4 月
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～2021 年 3 月）；秩父：五十嵐勇治（2014 年 4 月～2019 年 3 月），才木道雄，齋藤俊浩，高徳佳

絵，千嶋武（2014 年 4 月～2017 年 3 月，2019 年 4 月～2021 年 3 月）；田無：相川美絵子；生

水：松井理生（2014 年 4 月～2016 年 3 月），梁瀬桐子（2016 年 4 月～2021 年 3 月）；富士：齋藤

純子，村瀬一隆（2014 年 4 月～2015 年 3 月）；樹芸：村瀬一隆（2015 年 4 月～2021 年 3 月）。

　本報告をまとめるに当たり，各地方演習林の職員に有益な情報を提供していただいた。この場

をお借りして御礼申し上げる。

Ⅱ．調査地および方法

　目録は，すべての地方演習林に共通した鳥類調査（Ⅰ種調査）と地方演習林ごとの独自の鳥類

調査（Ⅱ種調査）の結果に基づいて作成した。Ⅰ種調査では，4 月から 6 月にかけての繁殖期に

ポイントセンサスを行うとともに，通年で地方演習林全域の任意調査を行った。Ⅰ種調査員不在

の地方演習林については隔年で調査を行った。Ⅱ種調査では，自動撮影カメラやボイスレコー

ダーを用いた調査，繁殖期のラインセンサスや巣箱調査，越冬期のポイントセンサス等を行っ

た。

　各地方演習林のⅠ種ポイントセンサス調査地と，Ⅱ種調査地と調査内容は，以下の通りであ

る。千葉（35°9′N，139°32′E 清澄）種：本沢林道（標高 35m-110m），Ⅱ種：清澄 41E（標高

290m）で巣箱調査。北演（43°13′N，142°23′E 山部）Ⅰ種：樹木園（標高 230m），108 林班

（神社山，標高 300-360m），12 林班（標高 680m-770m），Ⅱ種：なし。秩父（35°56′N，138°

49′E 小赤沢）Ⅰ種：27・28・29 林班を横断する木馬道歩道（標高 1,000m-1,350m），Ⅱ種：影森

苗畑（標高 240m）でポイントセンサス，東谷林道（標高 600-810m）でラインセンサス，入川林

道（標高 1,040-1,250m）でラインセンサス。田無（35°44′N，139°32′E）Ⅰ種：全域（標高

60m），Ⅱ種：なし。生水（35°12′N，137°10′E 白坂）Ⅰ種・Ⅱ種：65・67 林班白坂量水堰

堤・北谷南谷小流域（標高 300-350m）。富士（35°24′N，138°52′E）Ⅰ種：全域（標高 990-

1,060m），Ⅱ種：なし。樹芸（34°41′N，138°51′E 青野）Ⅰ種：岩樟園林道（標高 200-280m），

山下林道（標高 130-250m），クスノキ林歩道（標高 200-280m），Ⅱ種：なし。

Ⅲ．季節性，繁殖状況および分類

　各地方演習林における確認種の季節性と繁殖状況を表－1 に示した。

　季節性は 6 つのタイプに分類した。R：留鳥，1 年を通して観察される種。S：夏鳥，主に夏期

に観察される種。W：冬鳥，主に冬期に観察される種。P：旅鳥，主に春と秋の渡りの時期に観

察される種。A：迷鳥，通常は各調査地では観察されないとされている種。U：季節性不明種，

目撃回数が少なく判断ができない種。なお，本報告の季節性とは，各地方演習林内での季節性で

あり，一般的な図鑑などの季節性とは異なる場合がある。また，2014 年 3 月以前に確認された
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種や，2004 年 3 月以前の文献 3，4，5，6，7，8，9，10）による確認種のうち，本報告の調査期間で確認さ

れていない種については，アルファベットを小文字で表記した。

　繁殖確認は，営巣（産卵・育雛），幼鳥，成鳥の餌運び，古巣により行い，さえずりだけの確

認は，繁殖未確認とした。繁殖状況は 3 つのタイプに分類した。1：2014 年 4 月以降に繁殖を確

認した種。2：2014 年 3 月以前に繁殖を確認した種。3：繁殖未確認種。

　本報告における目，科，属，種名の配列，学名，英名，標準和名は，日本鳥類目録改訂第 7

版 11）によった。

Ⅳ．各論

　7 つの演習林における，2021 年 3 月までの記録数は，19 目 48 科 110 属 172 種・亜種であっ

た。各地方演習林の記録数は，次の通りである。千葉：16 目 36 科 75 属 99 種・亜種。北演：15

目 40 科 84 属 121 種・亜種。秩父：14 目 38 科 78 属 104 種・亜種。田無：12 目 29 科 45 属 56

種・亜種。生水：15 目 37 科 70 属 95 種・亜種。富士：14 目 37 科 67 属 93 種・亜種。樹芸：15

目 34 科 62 属 79 種・亜種。なお，前回までの目録では種までの記録としていたが，今回は亜種

までの記録とした。

　以下，主に 2014 年 4 月以降の確認種について，前回目録との変更点，修正点を記述した。確

認の範囲は，演習林内全域を 1 つとしており，林班での区別はしていない。

千葉演習林

キジ科

　ヤマドリ：2015 年 5 月，郷台林道池の沢周辺で繁殖を初確認した。

　キジ：2020 年 7 月，旧官舎跡地（四方木）で巣と卵を発見した。確認，繁殖共に初記録であ

る。

ウミツバメ科

　ハイイロウミツバメ：2003 年 6 月に死骸を拾得して以来確認できないため，季節性を旅鳥か

ら不明に変更した。

ウ科

　カワウ：2019 年 4 月，本沢林道沿いの二夕間川で前回未確認だが今回確認（以下，再確認）

した。

サギ科

　ダイサギ：2020 年 8 月，演習林内の坂本ダムで初確認した。

　コサギ：今回記録を見直したところ，演習林外での確認だったためリストから削除した。

クイナ科



84 東京大学演習林鳥類研究会

　　バン：今回記録を見直したところ，演習林外での確認だったためリストから削除した。

カッコウ科

　ジュウイチ：2020 年 5 月（2008 年以来），大沢又で再確認した。

　ツツドリ：夏期，桜ヶ尾や橋ノ沢で再確認できた。

アマツバメ科

　ヒメアマツバメ：通年，天津事務所上空を 10 羽以上の群れで飛翔しているのを再確認できた。

シギ科

　ヤマシギ：2018 年 11 月 19 日，仙石林道で初確認した。

ミサゴ科

　ミサゴ：2017 年 12 月，坂本ダムで再確認した。

タカ科

　ノスリ：冬期，本沢林道や猪ノ川林道で再確認できた。

フクロウ科

　アオバズク：前回記載ミスのため，季節性を留鳥から夏鳥に修正した。

キツツキ科

　コゲラ：2019 年 7 月，清澄作業所構内で繁殖を初確認した。

　アカゲラ：2014 年 12 月，2015 年 3 月，2018 年 12 月，清澄構内や楢ノ木台で再確認した。

ハヤブサ科

　チョウゲンボウ：通年，林内での確認はなく天津事務所や官舎など開けた場所で再確認でき

た。

ヤイロチョウ科

　ヤイロチョウ：2015 年 5 月，平塚歩道で初確認した。その後も 2015 年 6 月に郷台作業所構

内，2015 年 8 月に橋ノ沢で確認した。2015 年 5 月 28 日，郷台作業所裏で 2 羽のオスが交互に

囀っているのを確認した。

モズ科

　モズ：通年，天津事務所や清澄作業所構内などの開けた場所で再確認できた。

シジュウカラ科

　ヤマガラ：毎年行っている鴨川市交流事業の公開講座で設置した巣箱で繁殖を再確認できた。

ウグイス科

　ウグイス：2016 年 7 月に菖蒲沢林道，2020 年 4 月に郷台林道沿いで，繁殖を再確認した。

エナガ科

　エナガ：2019 年 5 月 7 日，東ノ沢で当年巣立ち後の巣を発見することで，繁殖を初確認した。

メジロ科
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　メジロ：2018 年 9 月と 2020 年 7 月，天津事務所で巣立ち後の巣を発見することにより，繁殖

を再確認した。

ミソサザイ科

　ミソサザイ：2015 年 5 月 27 日，千葉県野鳥の会鳥獣保護区内野生鳥獣生息環境調査に職員が

同行した際，巣を発見することにより繁殖を初確認した。

ムクドリ科

　ムクドリ：今回記録を見直したところ，演習林外での確認だったためリストから削除した。

ヒタキ科

　コマドリ：2020 年 10 月 9 日，安野トンネル坑口付近で初確認した。

　イソヒヨドリ：2015 年 5 月，事務所の屋根裏で繁殖を初確認した。2018 年 5 月と 2020 年 5 月

にも同場所で繁殖した。 

イワヒバリ科

　カヤクグリ：現在までに 1 度のみの確認のため，季節性を冬鳥から不明に変更した。

スズメ科

　スズメ：通年，天津事務所周辺で再確認できた。

セキレイ科

　セグロセキレイ：通年，猪ノ川林道沿いなどの河川で再確認できた。

アトリ科

　ウソ：冬期，清澄作業所構内や郷台林道入口の開けた場所で再確認できた。

ホオジロ科

　ホオジロ：2017 年 6 月 12 日，郷台作業所苗畑で繁殖を初確認した。

　ミヤマホオジロ：2016 年 11 月，清澄小屋ノ沢土場で小群を初確認した。

外来種

ハト科

　カワラバト（ドバト）： 2020 年 7 月，天津事務所駐車場で初確認した。

　

北海道演習林

キジ科

　エゾライチョウ：2015 年，2016 年，2019 年，林内全域（樹木園や神社山では稀）で繁殖を再

確認できた。

カモ科

　コハクチョウ，オオハクチョウ：渡りの時期に通過するが，演習林内に降り立つことは極めて

稀で，種同定には至らない。
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　オシドリ：2020 年 10 月 1 日，29 林班 D 小班で若鳥を含む 10 羽以上の集団を記録することで

繁殖を初確認した。

　マガモ：2016 年 6 月に 82 林班オンコ沢の池，2017 年 5 月に 51 林班 C 小班西達布川，2020 年

5 月に樹木園の繁殖期調査で確認するなど，一部留鳥の可能性がある。

　ミコアイサ：2019 年 4 月 2 日，26 林班 A 小班の赤松沢で初確認した。つがいのため繁殖する

可能性がある。

ハト科

　キジバト：2014 年 7 月 18 日，樹木園で繁殖を再確認した。

クイナ科

　バン：2019 年 6 月 26 日夜間，山部職員宿舎の窓に激突し一時的に脳震とう状態となった後，

飛び立った記録により，再確認とした。

アマツバメ科

　キタアマツバメ：2016 年 7 月 1 日，山部事務所上空でハリオアマツバメと混群しているのを

初確認した。2019 年 5 月 23 日，12 林班でも確認した。

シギ科

　ヤマシギ：2016 年 6 月 16 日，86 林班 D 小班で繁殖を初確認した。2016 年 7 月 7 日に 8 林班

C 小班の林道脇でも卵を確認した。

タカ科

　オジロワシ：早ければ 10 月頃から飛来し，演習林内の沢や周辺河川など水系で確認できた。

目撃頻度は高くないが，7 月に入っても確認されたため，一部留鳥の可能性もある。

　ハイタカ：通年，低標高域で再確認できた。山部職員宿舎，樹木園，麓郷セミナーハウスなど

市街地周辺でも確認できた。

　オオタカ：夏期にしか確認できないため，季節性を留鳥から夏鳥に変更した。

　クマタカ：幼鳥と思われる羽色の個体を目撃しており，演習林内で繁殖している可能性があ

る。

フクロウ科

　エゾフクロウ：2020 年 6 月 23 日，63 林班 A 小班で繁殖を初確認した。

　アオバズク：2019 年 7 月 24 日と 2020 年 6 月 24 日夜間，山部事務所構内で再確認した。

キツツキ科

　エゾコゲラ：2019 年 5 月 16 日，107 林班 B 小班林道脇で繁殖を初確認した。

　コアカゲラ：2020 年 11 月 20 日，樹木園構内の銘木土場脇のポプラクローン集植所で，雄 1

羽を初確認した。

　エゾアカゲラ：2016 年 6 月 24 日，73 林班 C 小班で繁殖を再確認した。



87東京大学演習林鳥類目録　第 3版（2014年 4月～ 2021年 3月）

演習林（東大）, 65, 81-101 (2022)

　クマゲラ：2017 年 6 月 18 日，神社山 109 林班 C 小班で繁殖を再確認した。

ハヤブサ科

　チゴハヤブサ：2015 年 8 月 12 日，麓郷セミナーハウス構内で繁殖を初確認した。

カラス科

　ハシボソガラス：2014 年 8 月 12 日，31 林班および麓郷街道で，完全白色のアルビノ個体を 1

羽確認した。この周辺で一定期間頻繁に目撃され，新聞記事にもなった。

ヒヨドリ科

　ヒヨドリ： 2014 年 7 月 23 日，樹木園の見本林樹上で繁殖を初確認した。

ゴジュウカラ科

　シロハラゴジュウカラ：2018 年 7 月 6 日，樹木園の見本林で繁殖を再確認した。

ヒタキ科

　クロツグミ：樹木園構内で幼鳥と思われる羽色の個体が確認できるため，繁殖している可能性

がある。

　ノビタキ：2015 月 6 月 27 日，本沢ゲート付近で初確認した。幼鳥のため繁殖も初確認であ

る。　

　キビタキ：2014 年 7 月 23 日，樹木園の外国樹種見本林で繁殖を再確認した。

　オオルリ：2020 年 6 月 2 日，36 林班 A 小班で繁殖を再確認した。

セキレイ科

　ハクセキレイ：以前から一部が越冬していると推測されるが，個体数は少ない。2018 年 6 月

29 日，樹木園作事場前で繁殖を再確認した。

　セグロセキレイ：2019 年 2 月 9 日に一見沢で確認したが，越冬するかどうかは不明である。

アトリ科

　アカウソ：2015 年 3 月 16 日，樹木園作事場前で初確認した。

ホオジロ科

　カシラダカ：2015 年 10 月 7 日，樹木園で初確認した。同年 10 月 24 日，50 林班でも確認し

た。

　アオジ：2020 年 6 月 22 日，74 林班 H 小班で繁殖を再確認した。

秩父演習林

キジ科

　キジ：通年，影森苗畑と影森宿舎（以下，影森）で再確認できた。

ウ科

　カワウ：2020 年 1 月 16 日，秩父事務所で初確認した。その後も確認できた。
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　ゴイサギ：夏期，影森で再確認できた。

　アオサギ：2017 年 9 月 21 日，突出峠で初確認した。その後，大血川，影森でも確認できた。

カッコウ科

　カッコウ：2014 年 5 月，入川定点調査で遠くのさえずりを記録することで初確認した。

アマツバメ科

　アマツバメ：2019 年 5 月，突出峠で初確認した。 

タカ科

　ツミ：2017 年 7 月 7 日，入川林道 28 林班は 2 小班のバラモミ上層に設置した自動撮影カメラ

（以下，バラモミ上層カメラ）で再確認した。

　ノスリ：2014 年 12 月に赤沢，2015 年 4 月に第 2 作業道，2017 年 11 月に入山で確認したた

め，季節性を夏鳥から留鳥に変更した。

　クマタカ：2018 年 11 月 27 日，28 林班は 2 小班バラモミ上層で繁殖を初確認した。

キツツキ科

　コゲラ：2017 年 6 月，木馬道で繁殖を再確認した。

　アカゲラ：2020 年，大面積プロットのツガ上部に設置した自動撮影カメラで繁殖を初確認し

た。

ハヤブサ科

　ハヤブサ：2018 年 3 月，入川上空での飛翔を民間調査員と共に初確認した。

ヒヨドリ科

　ヒヨドリ：2014 年 6 月 15 日，影森宿舎の垣根で繁殖を初確認した。その後も同場所で繁殖確

認できた。

ウグイス科

　ヤブサメ：2014 年 7 月，高平で繁殖を再確認したが，確認回数は減少している。

ミソサザイ科

　ミソサザイ：2017 年と 2019 年の 8 月，突出峠で繁殖を再確認した。

ヒタキ科

　マミチャジナイ：2017 年 10 月，バラモミ上層カメラで初確認した。

　アカハラ：2020 年，バラモミ上層カメラで繁殖を初確認した。 

　コルリ：2019 年 6 月 26 日，突出峠で繁殖を初確認した。

　ルリビタキ：2016 年 5 月，大血川で繁殖を再確認した。2017 年 7 月・9 月，2019 年 8 月，突

出峠でも繁殖を確認した。

　キビタキ：2019 年 7 月，突出峠で繁殖を初確認した。

　オオルリ：2014 年 7 月，大血川で繁殖を再確認した。2017 年 5 月，入川林道法面でも繁殖を
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確認した。

イワヒバリ科

　カヤクグリ：季節性を前回留鳥としていたが冬鳥に修正した。

アトリ科

　アカウソ：2018 年 2 月，大血川で初確認した。同時期，入川のコンテナハウス前でも確認し

た。

　ウソ：2017 年 8 月 23 日，突出峠で繁殖を初確認した。

外来種

キジ科

　コジュケイ：2020 年 10 月，秩父事務所で再確認した。

ハト科

　カワラバト（ドバト）：2015 年 12 月 9 日，影森苗畑で初確認した。

チメドリ科

　ガビチョウ：2017 年 4 月，影森で繁殖を初確認した。

　ソウシチョウ：以前は通年で確認できたが，今期は夏期の確認がほとんどのため，今後夏鳥に

変更する可能性がある。

田無演習林

カモ科

　カルガモ：2014 年 6 月の長雨で 14 小班が冠水した際，地上で再確認した。

カッコウ科

　カッコウ：2014 年 6 月，4 小班で初確認した。その後もほぼ毎年確認できた。

シギ科

　ヤマシギ：2018 年 4 月 5 日，7 小班秩父産ヒノキ林の自動撮影カメラ（以下，7 小班カメラ）

で初確認した。

フクロウ科

　フクロウ：2016 年 12 月，4 小班で初確認した。その後もほぼ毎年確認できた。

キツツキ科

　アカゲラ：2017 年 1 月，16 小班で初確認した。

　アオゲラ：2018 年 3 月，求愛行動を確認した。2017 年 6 月，巣があるとみられる場所に近づ

くと威嚇されたとの情報があるため，繁殖している可能性がある。

ハヤブサ科

　チョウゲンボウ：2016 年 11 月，20 小班で初確認した。
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モズ科

　モズ：通年，演習林全域で再確認できた。

カラス科

　カケス：2015 年 1 月，26 小班で再確認した。

　ハシブトガラス：2014 年度に 2 小班，2016，2020 年度に 1 小班で繁殖を再確認した。

シジュウカラ科

　ヒガラ：2016 年 6 月に庁舎前とスギ・ヒノキ科園芸品種見本林付近，2017 年 5 月に庁舎前と

クロマツ採種園付近で再確認した。

ヒヨドリ科

　ヒヨドリ：2014 年 5 月，スギ・ヒノキ科園芸品種見本林で繁殖を再確認した。

ムシクイ科

　オオムシクイ：2018 年 6 月，クロマツ採種園付近で初確認した。

ヒタキ科

　トラツグミ：2016 年 11 月 17 日，7 小班カメラで初確認した。その後も確認できた。

　シロハラ：冬期，演習林全域で再確認できた。

　アカハラ：2016 年 4 月，1 小班で再確認した。

　ツグミ：冬期，14 小班や 26 小班など開けた場所で再確認できた。

　ルリビタキ：2017 年 1 月，4 小班で初確認した。

　ジョウビタキ：2016 年 2 月，1 小班で初確認した。その後も確認できた。

アトリ科

　アトリ：2016 年 12 月～2017 年 1 月，生態系長期観測プロット付近で初確認した。

　シメ：冬期，演習林全域で再確認できた。

ホオジロ科

　アオジ：冬期，建物付近や 26 小班第一苗畑の自動撮影カメラ（以下，26 小班カメラ）で再確

認できた。10 月～5 月の確認のため，季節性を留鳥から冬鳥に修正した。

外来種

キジ科

　コジュケイ：2016 年 6 月，第二苗畑で再確認した。

インコ科

　ワカケホンセイインコ：通年，演習林全域で再確認できた。

チメドリ科

　ガビチョウ：2014 年 11 月，26 小班カメラで初確認した。その後も確認できた。

　ソウシチョウ：2016 年 12 月～2017 年 3 月，7 小班カメラで再確認した。
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生態水文学研究所

キジ科

　キジ：2014 年 11 月 27 日，穴の宮の自動撮影カメラ（以下，穴の宮カメラ）で再確認した。

ウ科

　カワウ：通年，赤津で再確認できた。

サギ科

　ダイサギ：2019 年，赤津の自動撮影カメラ（以下，赤津カメラ）で初確認した。その後も確

認できた。

カワセミ科

　カワセミ：2014 年 6 月 25 日と 2017 年 7 月 3 日，赤津で再確認した。

ハヤブサ科	

　ハヤブサ：2020 年 9 月 24 日，犬山の自動撮影カメラ（以下，犬山カメラ）で再確認した。

ツバメ科

　ツバメ：夏期，五位塚，74 林班，穴の宮で再確認できた。

ウグイス科

　ヤブサメ：2017 年，赤津で繁殖を再確認した。

ムシクイ科

　メボソムシクイ：2019 年 4 月 12 日，赤津で再確認した。

　エゾムシクイ：2017 年 4 月 28 日，赤津で再確認した。

ムクドリ科

　ムクドリ：通年，五位塚構内で再確認できた。

ヒタキ科

　イソヒヨドリ：2015 年，五位塚構内で初確認した。2017 年 5 月 16 日，同場所で繁殖を初確認

した。その後も繁殖確認できた。

　コサメビタキ：2019 年 5 月 8 日，赤津苗畑跡地周辺で再確認した。つがいのため再繁殖する

可能性がある。

セキレイ科

　キセキレイ：2014 年，赤津宿泊施設裏で繁殖を再確認した。

　セグロセキレイ：2018 年 5 月 17 日，五位塚事務所構内で繁殖を初確認した。2019 年にも同場

所で繁殖を確認した。

　ビンズイ：2019 年 9 月 2 日，赤津カメラで今期 1 度だけの確認のため，季節性を冬鳥から不

明に変更した。
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アトリ科

　シメ：2020 年 5 月 1 日，赤津で再確認した。

ホオジロ科

　カシラダカ：2015 年 1 月 14 日，穴の宮量水堰堤付近で再確認した。

　ミヤマホオジロ：2019 年 11 月 1 日，赤津苗畑跡地で初確認した。

　クロジ：2020 年 5 月 1 日，赤津で再確認した。1 回のみの確認のため，季節性を冬鳥から不明

に変更した。

外来種

キジ科

　コジュケイ： 2018 年 6 月 22 日，赤津で繁殖を初確認した。2020 年にも赤津カメラで繁殖を確

認した。

富士癒しの森研究所

ハト科

　キジバト：2016 年 6 月 1 日，2 林班で繁殖を再確認した。

ウ科

　カワウ：2019 年 4 月 19 日，3 林班定点ポイント No.9 で初確認した。

タカ科

　オオタカ：季節性を迷鳥から留鳥に修正した。

　ノスリ：2018 年 5 月 24 日に 3 林班定点ポイント No.6 と No.10 から 9 への移動中，6 月 22 日

に 1 林班，2019 年 8 月 27 日に 1 林班で再確認した。季節性を迷鳥から留鳥に修正した。

キツツキ科

　コゲラ，アオゲラ：演習林全域で繁殖を再確認できた。

モズ科

　チゴモズ：文献 3）による記録で季節性を迷鳥としていたが，不明に変更した。

カラス科

　ハシボソガラス：2016 年 6 月 30 日，2 林班で繁殖を初確認した。

　ハシブトガラス：2019 年 8 月 29 日，1 林班で繁殖を再確認した。2020 年 7 月にも同場所で繁

殖を確認した。

シジュウカラ科

　コガラ：2018 年 6 月 8 日，3 林班定点ポイント No.6 で繁殖を再確認した。2019 年にも繁殖確

認した。

　ヤマガラ：2015 年 7 月 24 日，1 林班で繁殖を初確認した。その後も毎年繁殖確認できた。
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　ヒガラ：2019 年 6 月 18 日，2 林班定点ポイント No.5 で繁殖を再確認した。

ツバメ科

　イワツバメ：夏期，演習林全域で再確認できた。

ヒヨドリ科

　ヒヨドリ：2019 年 9 月 2 日，事務所周辺で繁殖を再確認した。

ウグイス科

　ヤブサメ：2017 年 5 月 16 日に 3 林班定点ポイント No.9，2019 年 4 月 16 日に 3 林班，2019 年

5 月 8 日に 3 林班で再確認した。

エナガ科

　エナガ：2015 年 7 月 12 日，1 林班で繁殖を再確認した。

ムシクイ科

　センダイムシクイ：2016 年 5 月 31 日，3 林班定点ポイント No.10 で繁殖を初確認した。 

ゴジュウカラ科

　ゴジュウカラ：2017 年 7 月 8 日，1 林班で繁殖を初確認した。 

ムクドリ科

　ムクドリ：2020 年 7 月 31 日，1 林班で繁殖を初確認した。

　コムクドリ：2015 年 6 月 6 日，1 林班で繁殖を再確認した。その後も毎年繁殖確認できた。

ヒタキ科

　トラツグミ：2020 年 9 月 14 日，3 林班で再確認した。

　クロツグミ：演習林全域で確認できたが，年々確認数は減少した。シカの食害による下層植生

の変化が影響していると思われる。

　アカハラ：2017 年 11 月 2 日に 2 林班定点ポイント No.5，2019 年 5 月 8 日に 1 林班で再確認

した。

　コルリ：2017 年 6 月 16 日，3 林班定点ポイント No.9 で確認した。No.9 周辺は下刈りや草刈

りを行わない小班で，以前は藪があり確認できることが多かったが，シカの食害による林内環境

の変化が影響していると思われる。

　エゾビタキ：2018 年 10 月 2 日，1 林班で再確認した。

セキレイ科

　キセキレイ：2020 年 6 月 3 日，2 林班で繁殖を再確認した。

アトリ科

　マヒワ：2017 年 4 月 20 日に 3 林班定点ポイント No.7，2019 年 4 月 16 日に 2 林班にある定点

ポイント No.4 で再確認した。季節性を迷鳥から旅鳥に変更した。

　ウソ：季節性を旅鳥から冬鳥に変更した。
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　シメ：季節性を冬鳥から旅鳥に変更した。 

ホオジロ科

　ノジコ：2018 年 6 月 8 日に 2 林班で繁殖を初確認した。同年 7 月 1 日に 3 林班でも繁殖を確

認した。

外来種

チメドリ科

　ガビチョウ：夏期の確認だが回数が少ないため，季節性を迷鳥から不明に変更した。

樹芸研究所

キジ科

　キジ：2021 年 1 月 29 日，加納事務所構内で再確認した。

カモ科

　オシドリ：2021 年 3 月 1 日に青野研究林 4 林班 9 小班，同年 3 月 11 日に加納事務所構内で再

確認した。

ウ科

　カワウ：2015 年 10 月 19 日，加納事務所で初確認した。2020 年 1 月 24 日，加納事務所防火用

水池でも確認した。

サギ科

　ミゾゴイ：2016 年 6 月～7 月と 2017 年 6 月～7 月，1 林班で再確認した。

　ダイサギ：2020 年 1 月 29 日，加納事務所の防火用水池で初確認した。

タカ科

　サシバ：2019 年 4 月 18 日，加納事務所構内で初確認した。2020 年 4 月 10 日にも同場所で確

認した。 

ヤツガシラ科

　ヤツガシラ：2017 年 3 月 9 日，加納事務所構内で初確認した。

カワセミ科

　アカショウビン：2016 年 6 月 27 日，青野研究林で初確認した。その後もほぼ毎年確認でき

た。　

キツツキ科

　コゲラ：2015 年，青野研究林 1 林班 20 小班で繁殖を初確認した。

　アカゲラ：2020 年 6 月 3 日，青野研究林 1 林班 14 小班で再確認した。

ハヤブサ科

　チョウゲンボウ：2020 年 2 月 18 日，加納事務所構内で初確認した。
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カラス科

　ハシブトガラス：2016 年，加納事務所構内で繁殖を再確認した。その後も 2019 年と 2020 年，

同場所で繁殖を確認した。

ツバメ科

　イワツバメ：2017 年 6 月 13 日，青野研究林 2 林班 22 小班で再確認した。

ヒタキ科

　アカハラ：2020 年 2 月 27 日，加納事務所構内で再確認した。

セキレイ科

　セグロセキレイ：2015 年，青野研究林 1 林班 20 小班で繁殖を初確認した。

アトリ科

　ウソ：2017 年 5 月 18 日に青野研究林 5 林班，2020 年 3 月 25 日に 2 林班で再確認した。

ホオジロ科

　ホオジロ：2020 年，加納事務所構内で繁殖を初確認した。

外来種

チメドリ科　

　ガビチョウ：2016 年，青野研究林 2 林班 22 小班で初確認した。

　ソウシチョウ：2015 年 5 月 25 日，2 林班で初確認した。
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表－1　各地方演習林における確認種の季節性と繁殖状況

アルファベットは季節性を表す。R：留鳥，S：夏鳥，W：冬鳥，P：旅鳥，A：迷鳥。小文字表記は 2014 年
3 月以前のみの確認。
数字は繁殖状況を表す。1：2014 年 4 月以降に繁殖確認，2：2014 年 3 月以前に繁殖確認，3：繁殖未確認
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